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はじめに

丘陵、台地に平地が切 り込んでいる特有の景相は、谷戸、谷津などと呼ばれている。この狭隘

だが豊かな恵みにあふれた地形は、長年に渡って複雑 な人と自然 との共生の営みを築いて きた。

しか しながら、人が自然を利用 して経済的発展を第一 とする現在社会においては、谷戸 ・谷津の

存続は負の弱さを宿命付けられていた。谷戸 ・谷津は土地 としての生産性が低 く、またその土地

の利用には、人は過重な労働力 を強い られて きた。 しか しなが ら、人が環境的な自然を失いつつ

ある現在 において、さらに人の内なる自然 をも危機 にさらされている状況から、人々がある問い

を谷戸 ・谷津における保全活動において投げかけているように思われる。それは、 日本人にとっ

て歴史を通 し自然がかけがいのないものであったと同時に、 自然 もまた人 とともに生 きてきたの

ではないかというという視点である。

谷戸 ・谷津はその生産性の低 さや農業の変化、市街化などによってその多 くが失われ、あるい

は荒廃 してきた。しか し、近年の国 と地方自治体 による里山保全の動きや市民の保全活動の一環

の中で、谷戸 ・谷津もその豊かな自然環境が注 目されてきた。そこでの優れた生物多様性は、市

街地 区の近 くに残 されたビオ トープとして、人々に身近な自然 を提供 してくれる。農業生産者と

市民の交流か ら体験学習の場が提供されてきている。そ して、地権者、ボランティア団体、行政

のパー トナーシップから新 しいタイプの保全活動が運営されている。そこでの体験は自然の恵み

を中心 とした手作 りの生産、創造活動であ り、四季 をめぐっての自給自足的な、循環的なプログ

ラムが実行されている。現代社会の孤立的、消費的なレジャーに対 して、 コミュニティ内とコミ

ュニティ間を構築する、小規模だが密度の濃い村落型のオルタナティヴ(現 代消費社会に対 して

循環型社会を選択、志向する)な システムが作 られようとしている。
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1谷 戸 ・谷津 の自然

谷戸 ・谷津 とは、丘陵地、台地が湧 き水、水の流れによって侵食、開析 され、浅い谷 となって

樹枝状 に刻 まれている地形である。谷は大地から流れて くる水 によってよりも、「地面に しみこ

み、湧 き水 となって大地斜面の下部から流れ出した雨水が湧 き出 し口の土をえぐってい き、しだ

いに湧 き出 し口が奥へ奥へ と後退 して」')発達 していった。中で も、湧 き水 によってえ ぐり取 ら

れた土砂が溜ま り、平地が広がっていった ものは谷津 と呼ばれる。

谷戸 ・谷津はこの他にも地域によってさまざまに呼ばれている。山田によれば関東での特有の

名であり、ヤ ト(谷 戸、谷)、 ガヤ ト、ガイ ト(ヶ 谷戸、谷戸)、 ヤツ(谷 津、谷)、 ヤチ(谷 地)、

ヤ(谷)、 サク(谷)、 タニ、コク(谷)な どの名称がある2)。ヤツは千葉県、茨城県 に、ヤ トは

神奈川県に多いと言 う。ただ、鎌倉 は66ヶ 所ほど谷戸 とい う地名があるが、そこでは単に山襞

と山襞の間の谷地をさしている場合 もある。それは、鎌倉の町が山を切 り開いて造成されてきた

という経緯があると言われる。

谷戸 ・谷津は、段丘上部 と段丘中腹部(段 丘崖)、 そ して谷部 によって構成 されている。谷頭

には湧き水が生 じるが、それは段丘崖に密生する自然林、二次林 に涵養された雨水によるもので

ある。

中村によれば、谷戸 ・谷津の地形の原形は、10万 年以前の関東地域が浅い海 に覆われていた

(古東京湾)が2万 年以前の陸化によって各地に残された無数の谷である。その後、関東一帯は

再び海 に覆 われ、 さらなる海退 によって谷地状の低湿地が数多 く出現 したということである3)。

当時では、浅谷周辺の平野面は沖積上部砂層からな り水稲作には向かないが、谷の湿地内では一

年 を通 じ湧 き水が生 じていることか ら、弥生時代の前半ごろから 「埋積浅谷の湿地こそ、自然灌

漑の可能な水稲作の適地として評価 されていた」4)と指摘されている。以後、平野部での稲作が

主流となってい くが、なお現代 にいたるまで谷戸 ・谷津での稲作が続けられて きた。 これが谷戸

田 ・谷津田である。谷戸田は谷が小 さく棚 田状 に作 られ、田から田へ と 「田こし排水(灌 漑)」

が行われることが多いのに対 して、谷津田は谷低地が平坦であるということか ら用水路 を利用 し

た 「用排水分離」になっているのが特徴である5)。湧 き水が冷たい場合 には、稲の生育のために

溜池、温水路が作 られる。多 くは平野での水田に比べ、その狭 さから機械 より人手の労力がかか

り、かつ湿 田(ど ぶ田)の ため耕作には苦労が多い。結果的に生産性が低い田である言われる。

最小単位の谷戸 ・谷津は互いに樹枝上 に連なっていて、丘陵の樹林地帯に覆われている。そし

てまた、里山とも近接 し、谷戸 ・谷津 と里山とが交互に連接 している景観 となっていることが多

い。そのため谷戸 ・谷津では 「囲われ観のある景観(囲 繞景観)」 があ り、それが 「自然に包 ま

れた心地 よさを感 じさせる要因となっている」6)。このように、谷戸 ・谷津 は里山、農村集落 と

連なったまとまりの谷戸 ・谷津 自然であ り、かつ市街地 に隣接する残 された貴重 な自然である。

里山、村落 と連なっている谷戸 ・谷津 は、生物にとって長年にわたって好 ましい生息環境 を提

供 してきた。丘陵 とその丘陵崖に茂 る雑木林は、落葉樹のみならず、多 くの針葉樹、照葉樹 を含

み、1年 中生い茂 り、花が咲き、実 をつける。また、四季を通 じ途切れることない湧 き水は、生

物に命の水 を提供する。さらにこれらが連なる緑のコリドーは、生物の移動 と往来を可能とさせ、

広範囲のビオ トープを形成 している。このことか ら、谷戸 ・谷津での生物の多様性は非常 に高い

と指摘 されている。例 えば、里山と田との間に存在する裾刈 り場(草 地)は 急斜面であり、植物
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の生育条件 としてはさほど適地ではないが、そこには 「面積が保全地域全体の0.018%で あるに

もかかわらず、出現植物種は全体 の33%に あたる227種 が記録 された」7)というように植生の密

度が濃い。また、動物に関して も各地の谷戸 ・谷津において希少種 を含め、多様な生物の存在が

確認されている。

谷戸 ・谷津 における自然林、二次 自然林は水の涵養を行い、この水 は湧 き水 となって、田への

用水、灌漑 として使用 されている。これ らの林は、かつては農業の作業場であり、草木肥の提供、

シイタケ栽培、薪、炭作 り、山菜狩などが行 われ、人手による枝打ち、伐採更新、下草刈など一

定の管理 と撹乱によって保全 されてきた。里山同様この自然は人 と自然との共生によって成 り立

って きた原風景とも称 される二次的自然である。

H谷 津 ・谷戸の保全活動

近年、減反政策、農業の近代化、従業者の高齢化、後継者不足による農業人口の減少などによ

って、 日本の農業は大 きく変化 してきた。特 に谷戸田 ・谷津田は、耕地面積が狭 く、入 り組んだ

土地の形態のため機械 を導入 しに くく、人手によるところが大 きい。そのため、生産性が低い。

これらのために放置田、休墾田が増え、谷戸 田 ・谷津田は荒廃 してきた。さらに、市街化 により

相対的に土地の価値が上が り、相続税のために手放さねばならない という事態 も生 じてきた。そ

して周辺の都市化に伴い、より効率のよい、経済的価値のある土地利用へ と向かっていった。そ

の上、人の目に見えにくい場所であることか ら、産業廃棄物の不法投棄の場所 ともなった ところ

も多い。
一方で、グローバルには地球の温暖化対策のための緑地保存、地球サミッ トでの 「生物多様性

条約」の設定があ り、日本においては2003年 に環境省の 「生物多様性国家戦略」により里山里

地の保全 と持続可能な利用方針が施行 された。これ と平行 して、各地方 自治体 において施策 と保

全事業が展開されていった。

(1)千 葉県、市での保全政策

県では 「里山の保全 ・整備及び活用の促進 に関する条例」が施行されたが、すでに千葉市では、

かつて130ヶ 所あった谷津 田は63ヶ 所 に減少 していた。市 は 「野生動植物 の保全施策指針」

(1999年)を 出していたが、2003年 に 「谷津田の自然の保全 に関する調査報告」(千 葉市同名の

調査委員会)を 行 った。 これに基づ き、以下のような活用 目標 を掲げ、谷津 田の保全に着手 した。
・谷津田の一体的なまとまりや連続性、微地形を保存する。

・水源涵養林 としての健全な樹林池や湧水池 を保全するとともに、集水域の浸透性を高め、表流

水 を利用 して、水環境を保全 してい く。

・谷津田、斜面林、台地部の樹林や畑か らなる一体的な土地利用 と多様な要素の配置や秩序 を継

承する。

そして、生物の生息環境 を整えること、市民参加による協働的な活動の推進、総合学習の場の

提供、農業者 と市民の連携、体験水田のプログラムの実践などを掲げている。これ らによって循

環型社会のヴィジョンを描いている。また、各地での行政 と農家、市民の取 り組みから、保存状

況のパターン化 を行い、それに基づいて各谷津田のきめ細かい保全計画を提唱 している。

1999年 には 「ちば ・谷津田フォーラム」 を開催 し、谷津田の現状調査(100選 登録)、 谷津田
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マ ップの作成 、保全対策、観察会、シンポジウムな どを行った。下大和田谷津 をベースに して、

観察 とゴミ拾いを重ね、「下大和田、夢計画」 と銘 うって多彩な活動を繰 り広げた。米作 り、い

きもの探検、餅つ き、オブジェ作 り、 どんど焼 き、ネイチャーゲーム、収穫祭、谷津田図鑑の作

成、森の遊び場作 りなどが行 われた(「 ちば環境情報センターニュースレター108号 」2006年7

月)。

また、「ふるさとの谷津田」プロジェク トでは、調査の後200年 に西毛地区の谷津 田をこれに

指定 した。 ここでは、子 どもの自然体験フィール ドとして活用が期待 された。

2002年 策定 された若葉区 「大草田いきものの里」では、ニホンアカガエル、ヘイケボタルな

どの希少生物の保全 と田んぼ作 り、森作 りなどが体験できる。人材育成のためには育成講座が設

定されている。また、セルフガイ ド方式のインタープリテーションにより自然観察がで きる。管

理運営は、地権者 ・地元住民 ・市民団体の連携で行われる(千 葉市環境保全部)。

佐倉市において もシンポジウムが開かれ、「田んぼの会」が 自然観察を行っている。下志津 田

沢では、市民の憩いの場、総合学習の場 として、自然公園の設立 を目指 している。直弥公園は観

察路が整備 され、ボランティア団体によりビオ トープ整備が進んでいる(佐 倉市環境政策課)。

茂原の農業高校では、測量 ・環境調査、池、ブリッジを作 り、放棄水 田の復田整備に取 り組ん

でいる。

我孫子市では、手賀沼 と周辺の谷津田の保全のために 「谷津 ミュージアム」の建設の事業に着

手 した。昭和30年 代の農業環境の復活 を目指 し、「農業 ・自然 ・暮 らし」 を統合的に捉え、生物

の生息環境の保全 と伝統農業 と文化 を新たに継承 ・発展 させながら、「谷津守人」の人づ くりを

押 し進めていこうとする雄大な構想である8)。

(2)東 京都での保全対策

都は、1972年 に 「自然保護条例」(2000年 改定)を 定め、里山の保全地区を設けた。 また、町

田市 における農業 と歴史遺産、自然保護 との共生を図 りつつ土地利用 を持続 させてい くために、

1978年 に 「図師小野路歴史環境保全地域」 を設定 した。町田市には、境川、鶴見川、恩田川の

上流があ り、谷戸地形が多 く形成されている。 この地区の谷戸 は従来から農業の営みによって保

全されて きた。そ こで、1996年 に 「町田歴環管理組合」に谷戸管理を委託 した。 この方式は国

内でも稀であるそうだ。稲田の継続による保全に加え、水田はないが ビオ トープとしての環境づ

くりも視野に入れている9)。

町田市 としては、緑地保全対策 として 「多 自然型整備」を目指 し、様々な施策を行って きた。

自然 と歴史文化 を一環 として捉え 厂谷戸 山環境文化」の継承 と推進を目指 している。キーワー ド

としては、「生物多様性ガイ ドライン」、「生物の回廊」、「環境パー トナーシップ」、「グリーント

ラス ト制」、「町田エコプラン」などを掲げ、豊かな自然環境 に恵まれたアメニティを創ろうと試

みている(「 町田市環境基本計画」2000年)。

稲城市では上谷戸緑地体験学習館 を作 り、緑地での市民の自然体験活動 と住民活動の推進を目

指 している。 ここでは、「指定管理者制度」 という民間委託方式 をとり、現在坂浜 自治会が管理

している(「 わかはなネッ トワーク」http:〃verdure.s170.xrea.com!xp/modules/wordpress/index.P

hp?p=133)0

多摩地区では、「多摩地域の谷戸 の保全 に関する調査」(2002年 環境局 自然環境部)が 行われ

た。この地区では404ヶ 所の谷戸が確認された。注目すべ き指摘 は、多摩地域の丘陵に広がる里
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山を 「里山回廊」と位置付け、さらにこれを三浦半島と関東山地にまで広げていくという視点で

ある。これは、三浦半島から東京西部 に広げた緑地の 「いるか丘陵ネットワーク」の構想に似て

いる。小 山田緑地神明谷戸 は、野生動物の保護地区 となっていて、立ち入 りが禁止 されている。

あきるの市の 「都立小峰公園」は、谷戸の景色が楽 しめるハイキングの場 となっている。

(3)神 奈川県での保全対策

県内には数多 くの谷戸が残 されているが、都市化 によりその存続が危ぶまれてきた。各市では

市民の憩いの場として緑地の保存に努め、同時に、市民の側か らは自然体験がで きるような従来

のままの谷戸、里山の保全 を要望 した。そのためには行政と市民、地権者 との間のコミュニケー

シ ョンと協力が欠かせなかった。

①川崎市

市には生田緑地 と多摩特別緑地保全地区があ り、1983年 か ら継続的に自然環境調査 を行 って

いる。生田緑地は谷戸を含んでいるので、多様な自然体験活動が可能である。かわさき自然調査

団では植物班、シダ植物班、地学班、野鳥班、昆虫班、クモ班、キノコ班、水 田ビオ トープ班 を

作 り活発な活動を行っている。ビオ トープ班では田圃再生活動で成果 を挙げている。この谷戸 に

は 「生田緑地ホタルの里」があ り、ゲンジボタルの観賞ができる。また、自然探勝路では森林浴

を楽 しむことができる(「かわさき自然調査団」http:/1home.aO3.itscom.net!nature23/biot.html)。

生田緑地の一部には 「とんもり(飛 森)谷 戸」が1996年 から初山地区の住民を中心 としたボ

ランティア団体 によって保全 されている。里山づ くり(下 草刈 り、川掃除、ゴミ拾い、間伐)、

ゲンジホタルの育成、子 どものためのクラブでは観察会、昆虫採集、ツリークライミングができ

る遊び場作 りを行 っている。 さらに、「森のコンサー ト」がかが り火の中で開かれ、その後にホ

タルの観賞がある。この地区で注 目される点は、ゴルフ場 とのつなが りである。ゴルフ場内には

谷戸の水源である湧 き水があ り、この用水路 にホ トケ ドジ ョウや ヨシノボリが生息 している。両

者の間でサンクチュアリとしての保全 に協力 している とのことである(「飛森谷戸の自然 を守る

会」http:〃www.geocities.jp/ikuta_ryokuchi!tonmori!tonmori.html)。

②鎌倉市

「鎌倉中央公園」の建設に関して、敷地内に存在 していた谷戸の保全 には小 さなボランティア

グループの努力があった。子育てグループの 「なかよし会」は山崎の谷戸で、 ドイツの 「森の幼

稚園」の ような青空保育 を行っていた。1990年 に公 園の基本計画が発表 され、そ こでは、谷戸

の水 田がキャンプ場 として整備される計画であった。会は 「山崎の谷戸 を愛する会」 を発足 させ、

市へ要望書 を提出し、谷戸の保全 を実現 した。以後、保全活動の他、田んぼ修行、谷戸講座、観

察活動、工芸、炭焼 きなどを行っている。計画段階から市民が参画 し、粘 り強 く行政との折衝 を

重ね、行政 とボランティア団体 によるパー トナーシップによる管理運営を築いて きた1・)(及び

「里地通信」1999年12月 号、里地ネッワーク事務局)。

「広町の森」 も複数の谷戸があ り、市民の声によって保全されてきた。多様な生物 に恵まれて

いることから、観察会が行われ、都市林公園としての保全が検討 されている。

③横浜市

青葉区の 「恩田の谷戸」 も地域の人々の力によって残 された。原風景としての谷戸 を21世 紀

の子 どもたちに残 したいとい う願いの元に、地元の市民と地主 との互いの理解がベースになって

実行 された。畑班、水辺班、歴史班 によって、生物調査、炭焼 き(伏 せ焼 き)、古墳、横穴墓の
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保存運動 などが展開 された。地主の許可を取 り、農地の一部のある小川を復元 しゲンジボタル、

ホ トケ ドジ ョウなどの保存を図った。民有地であるために、市民が稲作や畑作、環境保全に積極

的にかかわることで地権者の理解が得 られてきた。また、都市における谷戸の農地を保全す るた

めには農家に対する所得保障制度の優遇措置 「デカップリング」が必要であると、要求書を市 に

提出 した。 ここでの谷戸保全の活動の特徴 として、歴史、民俗研究 を組み入れていることである。

谷戸 を地域の文化に位置づけていったことが注 目される1D。主な体験 としては、前述の他に稲作、

谷戸作業、 アメニティ植樹祭、バー ドウォッチ ング、ホタルパ トロール、谷戸鍋、どんど焼 き、

自然学級 、 うどん打 ちな どである(「 恩田の谷戸 ファンクラブ」http:〃www11.cds.ne1"onda!

event.html)o

都筑区の 「都筑 中央公園里山倶楽部」(ば じょうじ谷戸)で は保全活動の他、サ トイモ収穫 、

キノコ調査、ハロウィン ・ランタン作 り、竹炭焼 き、地越 し ・落ち葉か き・焼 き芋、お正月遊び、

カブ ト虫の里親、里 山講座な ど多彩 に行われている(「 都築中央公園里山倶楽部」http!!www1.

tmtv.nejp1～satoyama/nenkan-s.html)。

「仏向 ・市沢の谷戸」では、行政 との協働、地主 との交流により、小川アメニティをスローガ

ンにして、環境調査 ・保全管理、環境教育、ネッ トワーク作 りなどを行 っている。横浜の中心部

にあ りなが ら、帷子川にはゲンジボタルやホ トケ ドジ ョウが生息 し、「たちばなの丘公園」(仮称)

建設の予定地である。体験活動のアクティビティは上記の 「里山倶楽部」 に似ている(「 プロフ

ィール」http:〃www.yato.net!profile6.htm)。

緑区には約36haあ る広い 「四季の森公園」がある。住宅街 にあるが、谷戸の起伏が生かされ

た自然観察路が完備 されている。 しゃぶ しゃぶ池、ふるさとの森、山の広場、あ し原湿原、不動

の滝へ と続 く。大 きく自然林ゾーンと里山ゾーンに分けられている。炭焼 き小屋では炭焼 きの体

験がで きる(「 四季の森」http:〃www.gofield.com!trekking!kanto!tOO97-yokohama1)

青葉区には奈良川源流域 に 「西谷戸」、「土橋谷戸」があ り、「奈良川源流域 を守る会」が保全

活動を行っている。この地域には、ハヤブサ、ノリス、ツミなどの猛禽類が見 られる。また、ゼ

ニタナゴが生息 し、その保護に努めている。その他、生物の観察会、手作 りの竹炭による水質浄

化 に取組んでいる(「丘の街発」http://kit.tele.co.jp/kita/aoba/weekly/rensai_okanomati_5.html)。

さらに整備 された 「寺家ふるさと村」が町田市三輪町にまたがってある。ここの谷戸 は横浜市

の 「ふるさとの森」の一部に組み入れ られている。総合案内所 「四季の家」では生物生息や寺家

の文化についてのインタープリテイションが行われている。稲作などの貸 し農園には百数十人の

利用者があると言 う。中学生のための稲作体験、農産物の直売、陶芸教室、茶道用木炭生産など

があ り、運営は地元の住民による委員会で行 われている。また、お店 も立ち並び、一般利用者の

訪問 も多 く、街のような体をな している(厂里地ネッ トワーク」http:〃satochi.nt!project_0118.html)。

戸塚区の 「舞岡公園」は市民による谷戸保全 と利用 に関 して他地域の模範的な谷戸公園 となっ

ている。この地域は起伏に富んでいて、古 くか ら数多 くの谷戸が存在 していた。現在の公園は横

浜市の管理地 になっているが、1983年 に着工 され、1993年 にオープンした。計画段階から市民

の声が取 り入れ られ、行政 と市民 とのパー トナーシップで作 られて きた。実際の運営 は市からの

委託 により公園内の田園体験区域(3.4ha)を 「舞岡公園 を育む会」(約350名)が 行 っている。

公園全体 としては現在約5百 の団体(約1000人 の会員)が 活動 している。主な活動 としては、谷

戸保全活動、観察会、稲作、 しいたけ作 り、炭焼 き、草木染、茶摘み、梅干作 り、味噌作 り、稲

ワラ細工、竹馬作 りなどが行われている。また、公園内の市指定の 「小谷戸の里」では明治時代
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の古 民家 が保 存 され ている。 こ こで のモ ッ トー は、「持 ち出 さず 持 ち込 まず」 で ある。 こ こで

作 った米 は敷居 内で食べ る との こ とであ る。 この地域 での最 も興味深 い こ とは、谷戸の公 園の 中

で寄 り合 った人々が家 とは別の新 しい村落 的 なコ ミュニテ ィを営 んでい るこ とであ る。 この こ と

につい ては、 まとめ と して後述 した い(「 舞 岡公 園 ガイ ド」http:/1myhill.wetwing.com!guide.html、

r谷 戸 の保全 を通 じた コ ミュニ テ ィの創 造」http:〃web.kyoto-inet.or.jp/org/gakugei!judi/forum!

forum81ziO29.htm、 丸 橋裕 一)。

神 奈川 区の矢上川流域 で は、 ホタルが生息 で きる 「大蔵谷戸公 園」 の建設 が 目指 されてい る。

④座 間市

ここ には神 奈 川県立 の 「座 間谷戸 山公 園」 があ る。か な り整 った大 掛 か りな里 山公 園で あ る。

園内の行路 が里山 の 自然行 路、谷戸 の 自然行 路 、雑 木林の 自然行路へ と導 かれてい る。 そ こには、

水 鳥の池、 わ きみず の谷 、湿生生態 園、木道 、 クヌギ ・コナラ林 、 シラカシ林 、里 山体験館 が あ

る。豊富 な 自然観察 がで きる他 、バ ー ドウォチ ング、稲 作体験 、ネ イチ ャーゲー ムな どの アクテ

ィビテ ィが あ る(「 谷 戸 山公 園」http://joy.poosan.net/kawagoka!zama!yatoyama!yatoyama.htm)・

⑤ 横 須賀市

横 須賀市 は丘陵地 が多 く、数 々の谷戸 地形 が存在 してい た。 近年丘陵地 の開発 に よる宅地化が

進 んで いる。市で は谷戸 の景観 を残 しつ つ、市街 地の環境づ く りを計 ってい る。特 に、傾斜 地 山

林 の環境悪化 につ なが る開発 の抑 制、谷戸 の環境保 全、緑地保全 地区 の指 定 な どを計画 してい る

(「横須賀市谷 戸 の環境 改善」http:〃www.city.yokosuka.kanagawa.jp/j/plan/tosimasu/yato/,htm)。

⑥ 逗子市

市内 には 「久木 内越 谷戸」 があ り、宅 地開発 の企業地 となってい る。 ここは、広大 な森 にオオ

タカ、 ハ イ タカ、 ノス リ、ハ ヤブサ な どの猛 禽類 が生息 し、24科48種 の 鳥類 が存在 す る と指摘

されてい る。市 の買 い上 げ による保 全へ の住民 要請 が行 われてい る(「 日本 野 鳥の会 神奈 川支

部」http:〃www.mmjp.or.jp/wbsj-knew/OOnen/nagosi.htmsann)。

(4)埼 玉 県で の保全対 策

県 内には、狭 山丘陵が広 が ってお り、丘陵 の中央 に谷戸地形 の 「西久保 湿地」が ある。 この湿

地 には、 トウキ ョウサ ンシ ョウウオやゲ ンジボ タルが生息 し、ハ ンノキが生 えている。 また、埼

玉県 の蝶 「ミ ドリシジ ミ」 も生息 してい る。

「狭 山丘陵 を市 民 の森 にす る会」丘 陵 の保全 活動が展 開 され、 その後 県の借 り上 げが決定 され

た。 また、 トトロ財 団に よる、里 山 トラス ト運動が起 こった。

この トラス ト地 に隣接 す る谷戸が 一般廃棄 物最終処分場 の候 補地 の一つ なっている とい うこ と

で 反対運 動 が起 こって い る(2006年)。 埼 玉県 では数少 な い谷 戸 で あ り、 そ の存 続が 望 まれ る

(「西 久保 田 んぼのあ らま し」http:〃www.ictv.ne.jp/"zephyrus/aramasi.htm、 「狭 山丘陵 の谷戸 をま も

ろ う」http:〃www.tvac.or.jp/di17656.html)。

皿 谷戸 ・谷津での体験活動

これまで谷戸 ・谷津 を保全から見て きたが、ここでは、体験 と体験学習の立場から考えていき

たい。谷戸や谷津では、保全の活動 と体験学習の活動 とはその多 くが重なり合 う。そこではどの

ような体験の学習対象があ り、各体験がどのように関連付けられているのかを検討する。 このこ

とによって谷戸 ・谷津での体験学習の意義を明 らかにしたい。
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体験学習は、計画一体験一表現一評価一終了または修正 と再計画というようなステップがあり、

場合によっては体験が繰 り返されることもある。谷戸 ・谷津でのほとんどの体験は循環 され、繰

り返 されてい く。なぜなら、そこでの最 も重 きが置かれる体験は保全活動であ り、保全は継続、

循環 されていかねばならないか らである。それぞれの体験は、この谷戸 と谷津の保全 という全体

的な相 に関連 していることで意義付けられている。

(1)保 全体験

谷戸 ・谷津の自然は、里山、村落 と連 なる二次的自然 として成長、継続 して きた。人々は農業

や生活のために自然を利用 して きたが、自然 もまた人の手を借 りることで一定の継続的な生存 を

続けてきた。里山、谷戸 ・谷津の 自然は、人 との共生によって成 り立っている。

(2)環 境調査

谷戸 ・谷津は里山、村落と連なってお り、それぞれ異なった環境状況にある。周囲の地形、関

係状況、森の健康度、水環境、水質、生物の生態系や植物相、動物相および生育環境状況などが

調査 され、各谷戸 ・谷津の保全対策が講 じられる。また、土地をめ ぐる地権者や管理者の状況や

周辺住民の意識調査 も必要に応 じて行われる。環境調査は、定期的に行われねばならないが、小

規模の谷戸 ・谷津では自然観察時に兼ねられよう。

(3)植 生管理

谷戸 ・谷津の命である絞 り水、湧 き水 は、周囲の森の雨水涵養に依存 している。そのため、多

くの体験がこの保全活動 とかかわる。森の間伐、伐採、枝打ち、下草狩 り、笹打ち、落ち葉かき

などの作業は、森の地面にまで適度な陽射 しを送 り込み、森の新陳代謝 を促 し健康な森の成長と

継続 を促す。薪作 り、炭焼 き、竹炭焼 き、シイタケ作 りなどは、この森作 り、谷戸作業 ともかか

わり、同時に谷戸 ・谷津文化の伝承的な作業の体験で もある。

(4)稲 作

谷戸 ・谷津の多 くが谷戸田 ・谷津田として存続 して きたように、稲作 と切 り離せ られない。これ

まで伝統的な農作業が適切な谷戸、谷津 の保全 を保ってきた。今後 もこれら小規模の農業 を行政、

住民などが支援 してい くことが望 まれる。

この地での農業の衰退状況にあって、多 くの地方自治体が保全の支援や公園化 を行 ってきてい

る。市民が参加する多 くの谷戸 ・谷津では、稲作体験が行われている。稲作は年毎 に繰 り返され

る循環型の作業であり、体験学習 として成果を積み上げていきやすい。稲作は人と自然 との協同

により成 り立 っていて、自然の厳 しさ、恵みを直接 的に感 じる。原風景 としての里山の景観 は、

まさに稲作や畑 を成 り立たせていた農村の姿であった。

体験 としての稲作 でも本格的に行われているところもある。種籾 の選別、育苗箱での籾蒔き、

堆肥入れ、田起 こし、代掻き、田植 え、あぜの草刈、田の草取 り、水の管理、オダづ くり、稲刈

り、取 り入れ、オダづ くり種籾採取、脱穀、籾摺 り、後片付 け、 レンゲ蒔 き、籾干 しと選別など

四季 を通 じて活動 が持続的 に行 わ れてい る。(「かわ さ き自然調査 団水 田ビオ トー プ班」

http://home.aO3.itscom.net/nature23/biot.htm、 「花咲 き村」http:/1www.hanasakimura.or.jp/Section

Presen/Yatsuda)o
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多 くの谷 戸 田 ・谷津 田で は、収穫 後餅つ きや収穫祭 を行 っている。 また、生 産ベ ース での稲 作

で はないので、無 農薬の米作 りに挑戦 してい る所 も多 い。霞 ヶ浦 近 くの石 岡市 東田 中の谷津 田で

は、 取 れたお米 を地 酒 メー カー に依頼 して オ リジナルの お酒 を造 ってい る と言 う(http:1!www.

kasumigaura.net/asaza/staff/2004/OS/15.html)o

(5)特 定生物の環境整備

谷戸 ・谷津は、複雑 な地形 と里山、村落 と連 なり、かつ谷戸 ・谷津の形相が丘陵、森、溜池、

用水路、水田、裾刈 り場 によって成 り立っていることで、優れて生物多様性 に富 んでいる。谷

戸 ・谷津の保全 自体が生物の生息環境(ビ オ トープ)の 整備でもある。従来は農業従業者 によっ

て谷戸 ・谷津の保全が適切に行 われて きたが、様々な事情により稲作の継続が困難な場合 には、

湿性地としての環境保全が行われる。 この場合、多 くが生物の多様性のみならず、特定の希少生

物の育成、保全がクローズアップされて謳われる。八王子市 「川口の自然 を守る会」では、地権

者の協力により、陸化 しつつある谷戸の休墾田を復元 し、 トウキョウサンショウウオ、ヤマアカ

ガエルの育成に努めている12)。長岡市の国営越後丘陵公 園の谷戸 田では、クロサンシ ョウウオ、

ヤマアカガエル、モリアオガエルの繁殖環境の復元が計 られている'2)。トウキ ョウサ ンショウウ

オについては、2006年 都が初めて里山保全地域 に指定 したあ きるの市 「横入沢」の谷戸保全の

シンボルであった。耕作放棄 された谷津 田を利用 して、「トンボ公 園」作 りが、末野、折原、男

衾、金尾、風布の各地域で行われた。シオヤ トンボ、オオシオカラ トンボ、ヒメアカネ、オニヤ

ンマ、カワトンボなどの育成が 目指 された13)。

葉山では、唯一残 された谷戸のため池を 「葉山メダカの会」が復活させた。

(6)文 化、歴史活動

谷戸 ・谷津にかかわるすべての保全活動が自然 と人 とが共生する谷戸 ・谷津の文化活動 と言え

よう。谷戸 ・谷津 という特有の地形の中で存続 してきた文化である。その中で、特に谷戸 ・谷津

の自然 を素材を使用 し、市民の体験学習 として行われているものとして、前述の保全活動 に加え

挙げられるものは次のようなものである。まず、稲作、畑作、餅つき、 うどん ・そば打ち、鍋パ
ーティ、炭焼 き、竹炭焼 き、伏せ焼 き、アースクラフト、草木染、味噌作 りなどである。イベン

トとしては環境調査、収穫祭、 どんど焼 きなど地域の祭 り、観察会、植樹 などの谷戸・谷津作業、

ホタルなどの観賞会、販売会、コンサー トなどがある。広報活動 としてはネットワーク作 り、解

説板などインタープリテーション作 り、行政のイベン ト参加 と発表、講演会 ・学級開催、マスコ

ミへの報道、請願 ・要望書提出 ・話 し合い、地主との交流などであろう。歴史 ・民俗の学習活動

は恩田の谷戸の古墳保存活動の他、あまり見 られない。 しかし、谷戸 ・谷津は弥生時代 からの遺

跡であったところが多 く、各地で発掘調査が行われている。今後はこの面での関心 も高まるであ

ろう。特 に子 どもを中心 とした活動では、学校での総合学習のための稲作体験、おやき、ネイチ

ヤーゲーム、ツリークライミング、遊び場作 り、自然観察 ・採集、生物図鑑作 り、クラフ ト、か

かし作 り、竹馬などの手作 りなどが行われている。

IV谷 戸 ・谷 津 で の コ ミュニ テ ィ

谷戸 ・谷津の公園では行政、地権者、市民がそれぞれの役割 を担いつつ、パー トナーシップの
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元 に協働 している。このような新市民型のコミュニティは、コミュニティスクール、子 どもの冒

険遊び場(プ レイパーク)、 お よび各地のボランティア活動で見 られるようになって きている。

特 に、舞岡公園(前 述)で の 「舞岡公園を育む会」 における活動は自主運営力、規模の点で強靭

である。これには もともとこの地において形成 されてきた村落の社会関係が基盤 としてあったの

ではないか と推測 される。舞岡村 は、「丘陵 と丘陵に挟 まれた小 さな谷筋 に開けた村」であ り、

谷戸地形の中で村落の生活が営 まれてきた。中村 は明治時代以降の村の形態を調べ、「村の起こ

り、家関係 の始 まりとして同 じ谷筋にあって生活空間を密にする小ヤ トの関係があって、それを

基盤にクミやシモの関係が成 り立つ。 さらにその上 に最 も大 きなヤ トである村が形成 される。小

ヤ ト、クミ(ヤ ト)、ムラ(村 組)、 村、そのどれもがヤ トであり、同時にヤ トの集合体であると

い う構造 を持つ ことになる。すなわち、谷戸の村は同時にヤ トの村で もあるといえよう」14)と指

摘 している。ここでは谷戸は単 に地形をさす ものだけではなく、ヤ トという基本的な村落社会を

あ らわしていることになる。そ して、村組の共同体 として緊密な紐帯を結び、様 々な共同作業を

なしていた と推測 される。 このような社会関係が戦後 も継続 してきた とは思 えないが、谷戸地が

村落的な社会環境 を形成 してきたという事実は残ってきたであろう。

しかしながら、現在の谷戸 ・谷津での人々の結びつ きは、かつての村落におけるような家 と家

の関係ではなく、一個人、一市民の任意に基づ く参加 と行政、地権者などのつなが りである。そ

れは、新 しい市民型のコミュニティと呼ばれ得るであろう。このコミュニティの形成の背景には

多層な流れがある。まずは、地球温暖化対策と生物多様性条約推進のための地球緑化の大 きな動

きがある。政府は、これ らと環境のアメニティ、生涯教育の観点をも含め、里山保全の指針を示

した。そして、各地方自治体では具体的な政策を実施 した。自然志向は市民からも潜在的な願望

であった。人もまた有機的な生物であ り、環境的な自然が衰退 しても、生命 というものが自然に

基づ くものである以上、内なる自然は消えることがない。均一化 した都市化は人々の自然への憧

憬 を促 した。また、都会での消費的なレジャーや レクリエーションは疲労 を癒 し、真に平穏な楽

しみをもたらし得るものばか りではない。市民のある人々は身近な場所で 自然の中で労作する喜

びを求めた。一方、谷戸 田 ・谷津田の多 くは人手不足、低い生産性、非効率性 により、放置 され、

休墾田にな り、あるいは手放 された。そのため、谷戸 ・谷津は荒廃 していった。行政は地権者 と

の間で、稲作 の継続依頼、あるいはこの地 を公園化する方向に向かったが、資金的に限 られる。

また、その管理と維持の経費 もかな りなものになる。行政のアメニティ政策 における限られた予

算、市民の自然志向、農家 ・地主の土地管理 ・継続の困難さ、ここに三者の話 し合いの基盤があ

った。それぞれの負 と欠乏は寄 り添 うことで谷戸 ・谷津の保全への可能性が開かれた。その解決

は各地で異なるが、行政の姿勢 と仲立ち、市民の労力 を含む参画、地権者の理解 と協力、マスコ

ミなどによる広報、地域企業の支援、これらが谷戸 ・谷津での保全 と体験活動の基盤 となってい

る。 しか しながら、最大の課題は農業者、地主か らの協力である。そのためには我孫子市で行わ

れているようなデカップ リングや相続税対策 などの支援が必要である。谷戸(田)・ 谷津(田)

を単 に経済的な農地 として とらえるだけでな く、緑地 としてのアメニティ、生物多様性 と希少生

物の保全、水の涵養、市民の体験 と学習、 レクリエーシ ョンの場、学校の体験学習、子 どもの遊

び場などの多機能な視点の下に保全 と体験学習が一体化 されていくことが望 まれる。
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